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総
選
挙
を
、
三
目
標

に
沿
う
政
府
実
現

の
出
発
点
に 

全
国
革
新
懇 
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は
必
至
の
情
勢
で
す
。 

 

財
界
言
う
が
ま
ま
の
政

治
で
日
本
経
済
も
私
た
ち

雄
大
な
自
然
と
命
の
尊
さ
に
触
れ
た
旅 

９
／
１
９
〜
２
１ 

知
覧
・
平
和
ツ
ア
ー 

２
０
年
以
上

前
に
全
農
林

の
人
か
ら
買

っ
た
小
冊
子

「
お
米
と
文

化
」
（
全
大
阪

消
団
連
下
垣
内
博
さ
ん
執

筆
）
に
、
「
は
じ
め
チ
ョ

ロ
チ
ョ
ロ
、
中
パ
ッ
パ
、

ブ
ツ
ブ
ツ
い
う
こ
ろ
火
を

引
い
て
、
赤
子
泣
く
と
も

フ
タ
と
る
な
」
薪
を
燃
料

に
土
星
の
よ
う
な
釜
で
の

炊
飯
方
法
の
言
い
伝
え
が

あ
る
◆
こ
の
本
に
は
、
大

正
の
米
騒
動
は
悪
徳
業
者

が
投
機
の
対
象
と
し
て
取

引
し
、
急
騰
し
た
事
も
書

い
て
あ
る
。
い
ま
や
「
ヘ

ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
」
に
行
き

着
い
て
い
る
が
、
「
輸
入

米
に
は
日
本
で
使
用
さ
れ

て
い
な
い
農
薬
が
使
わ
れ

┅
」
な
ど
今
日
大
問
題
の

汚
染
米
へ
の
危
惧
も
書
か

れ
て
い
る
◆
「
三
笠
フ
ー

ズ
」
事
件
は
大
臣
と
次
官

の
引
責
辞
任
は
当
然
と
し

て
も
、
必
要
も
な
い
ミ
ニ

マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入

や
検
査
体
制
、
減
反
、
汚

染
米
の
不
正
転
売
な
ど
流

通
管
理
、
取
り
扱
い
業
者

の
自
由
な
ど
、
た
び
た
び

ア
メ
リ
カ
や
財
界
の
「
赤

子
泣
く
ま
ま
フ
タ
と
っ

た
」
自
民
党
の
農
政
に
あ

る
。
秋
は
生
命
と
文
化
を

守
る
選
挙
と
な
る
。 

（
Ｂ
Ｙ
に
） 

 

  隊員が過ごした三角兵舎 

 

福
田
首
相
の
「
他
人
事
」

辞
任
を
受
け
て
、後
継
麻
生

首
相
の
も
と
、解
散
総
選
挙

総
選
挙
は
、
そ
の
出

発
点
と
な
る
も
の
」

と
の
意
見
が
出
た
ほ

か
「
統
一
戦
線
の
旗

を
ふ
る
革
新
懇
に
ふ

さ
わ
し
い
対
応
を
」

と
の
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
奈
良
市
で
ひ

ら
く
予
定
だ
っ
た
地

域
・
職
場
・
青
年
革

新
懇
全
国
交
流
会

は
、
来
年
四
月
に
同

市
で
開
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。 

   総選挙での判断基準 

革新懇の３つの共同目標（平和・民主

主義・生活向上）を掲げた政府の実現が

求められます。 

 具体的には 

①財界言いなり、行きすぎた民主導を進

める「構造改革路線」をきっぱりやめる。 

②社会保障の充実、労働者の権利確立で

経済の地力を向上させる。 

③武力で威嚇するアメリカ追随の軍国

路線をやめ憲法９条をまもる。 

④どの子にも行き届いた教育を実現。 

⑤日本国憲法を生かす政治を推進する。 

世
界
恒
久
平
和
を
願
い
な
が
ら 

知
覧
特
攻
平
和
会
館 

９
／
２
０ 

 ダブル 
ボランチ  

 

      ９／２０ 知覧特攻平和会館前で 

 

もうゴメン財界言いなりの政治 

国民本位の政治を取り戻そう 

総選挙で決着を！ 

た
。
午
前
は
語
り
部
の

方
に
七
軒
の
武
家
屋
敷

を
案
内
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
槇
の
木
の
生

け
垣
が
印
象
的
で
し

た
。
午
後
は
、
知
覧
特

攻
平
和
会
館
、
枕
崎
、

長
崎
鼻
。
三
日
目
は
指

宿
で
砂
風
呂
、
蔵
元
無

双
蔵
で
の
試
飲
、
借
景

の
桜
島
が
す
ば
ら
し
い

仙
厳
園
と
訪
問
し
、
無

事
帰
路
に
。 

 

二
日
目
、
午
後
か
ら

の
「
知
覧
特
攻
平
和
会

館
」
で
は
、
展
示
資
料

を
一
つ
ひ
と
つ
見
入
る

と
と
も
に
、
特
別
に
会

館
の
語
り
部
の
方
の
お

話
を
視
聴
覚
室
で
伺
い

ま
し
た
。 

 

沖
縄
特
攻
で
は
一
〇

三
六
柱
の
隊
員
が
散
華

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
知
覧
は
陸
軍
の
特

攻
基
地
で
、
終
戦
間
近

の
昭
和
二
〇
年
四
月
か

ら
八
月
の
出
撃
で
し

た
。 

 

隊
員
た
ち
は
、
写
真

の
小
さ
な
半
地
下
の
三

角
兵
舎
で
寝
泊
ま
り

し
、
出
撃
の
時
を
迎
え

 

全
国
革
新
懇
は
、
九
月

二
二
日
、
代
表
世
話
人
会

を
ひ
ら
き
、
総
選
挙
間
近

い
現
在
の
政
治
情
勢
に

つ
い
て
論
議
し
ま
し
た
。

革
新
懇
が
掲
げ
る
三

つ
の
共
同
目
標
（
平
和
・

民
主
主
義
・
生
活
向
上
）

に
沿
う
民
主
的
政
府
を

め
ざ
す
上
で
、「
今
度
の

ま
し
た
。 

 

語
り
部
の
方
か
ら

は
、
お
母
さ
ん
と
い
え

な
か
っ
た
継
母
に
最
後

に
「
お
母
さ
ん
」
と
く

り
返
す
少
年
隊
員
、
最

後
に
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ

ツ
」
を
唱
え
な
さ
い
と

の
母
親
か
ら
の
便
り
、

二
人
の
幼
子
に
カ
ナ
文

字
で
遺
す
手
紙
の
三
つ

が
紹
介
さ
れ
、
思
わ
ず

涙
ぐ
み
ま
し
た
。 

平
和
の
尊
さ
、
人
間

性
無
視
の
政
府
・
軍
部

へ
の
怒
り
を
感
じ
、
決

意
を
新
た
に
し
た
旅
と

な
り
ま
し
た
。 

（
Ｈ
生
） 

え
び
の
高
原
、
韓
国

岳
（
か
ら
く
に
だ
け
）

山
麓
散
策
な
ど
で
雄

大
な
景
色
を
満
喫
し

ま
し
た
。 

二
日
目
は
ツ
ア
ー

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
知
覧
で
し

 

鹿
児
島
空
港
に
は

一
九
日
（
金
）
の
午

前
に
到
着
、
レ
ン
タ

カ
ー
で
龍
馬
も
新
婚

旅
行
に
訪
れ
た
と
い

う
霧
島
神
宮
へ
。
昼

食
は
高
千
穂
牧
場
で

の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
。

 

会
主
催
の
「
知
覧
・
平
和
ツ
ア
ー
」
が

九
月
一
九
〜
二
一
日
の
二
泊
三
日
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
台
風
一
三
号
で
決
行
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
で
は
晴
天
に

恵
ま
れ
一
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

の
く
ら
し
も
破
壊
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
新

自
由
主
義
の
本
家
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
も
破
綻
が

明
ら
か
で
す
。 

今
度
の
総
選
挙
は
、
国

民
本
位
の
政
治
を
取
り

戻
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
も

う
だ
ま
さ
れ
な
い
結
果

を
見
据
え
た
総
選
挙
で

の
判
断
基
準
を
表
に
し

ま
し
た
。 

憲
法
を
生
か
し
た
、
国
民
本
位
の
政
治
を 
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恒
例
の
信
州
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
行
う 

 

「
憲
法
９
条
を
守

ろ
う
」と
市
民
に
訴

え
る
天
満
橋
９
の

日
宣
伝
を
大
阪
国

公
が
中
心
と
な
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

当
会
か
ら
も
毎

回
参
加
し
て
い
ま

す
。九
月
は
八
日
に

写
真
の
の
ぼ
り
を

た
て
て
宣
伝
行
動

を
行
い
ま
し
た
。 

地
方
出
先
機
関
を

解
体
か 

 

地
方
分
権
改
革
推

進
委
員
会
は
、
八
月

一
日
「
国
の
出
先
機

関
に
関
す
る
中
間
報

告
」
を
行
い
ま
し
た
。

国
と
地
方
の
役
割

の
抜
本
見
直
し
の
基

本
的
な
考
え
方
の
も

と
、
社
会
経
済
等
の

変
化
に
よ
る
業
務
の

意
義
の
低
下
、
二
重

行
政
の
観
点
か
ら
の

見
直
し
な
ど
に
よ

り
、
判
断
し
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
。 

す
で
に
全
国
知
事

会
は
、
八
府
省
一
七

出
先
機
関
を
対
象
に

あ
げ
て
い
ま
す
。 

国
民
本
位
の
行
政

の
観
点
か
ら
い
か
に

あ
る
べ
き
か
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。 

９
の
日
宣
伝 

実
施
中 

汚
染
米
・
不
正
転
売
事
件
は
な
ぜ
起
こ
っ
た 

政
府
の
米
放
棄
政
策
が
原
因 

「
核
兵
器
の
な
い 

世
界
を
」 

新
し
い
署
名
開
始 

原
水
爆
禁
止
２
０

０
８
年
世
界
大
会

は
、
八
月
二
日
か
ら

九
日
ま
で
広
島
、
長

崎
の
両
市
で
開
か
れ

ま
し
た
。 

 

大
会
は
二
〇
一
〇

年
五
月
に
開
か
れ
る

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議

に
向
け
て
、
政
府
、

非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
が
共
同
し
て
核

兵
器
廃
絶
へ
の
展
望

を
切
り
開
こ
う
と
い

う
決
意
あ
ふ
れ
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。 

六
日
の
広
島
原
爆

投
下
日
は
、
世
界
大

会
・
広
島
デ
ー
集
会

が
開
か
れ
、
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
」

の
新
し
い
署
名
の
開

始
が
宣
言
さ
れ
ま
し

た
。 

【
な
ぜ
今
回
の
問
題
が

起
こ
っ
た
の
で
す
か
？
】

◆ 

輸
入
農
産
物
に
は

残
留
農
薬
や
カ
ビ
な
ど

の
「
事
故
品
」
の
危
険
は

つ
き
も
の
な
の
に
、
国
内

需
給
に
不
要
な
外
米
を

九
五
年
か
ら
ミ
ニ
マ

ム
・
ア
ク
セ
ス
と
し
て
政

府
の
統
一
見
解
で
「
義

務
」
だ
か
ら
と
輸
入
し
続

け
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 

七
月
二
六
・
二
七
日
、
会

主
催
の
「
木
曽
駒
ヶ
岳
と
天

竜
川
下
り
・
二
〇
〇
八
信
州

ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー

は
木
曽
駒
登
山
組
、
恵
那
山

登
山
組
、
午
後
参
加
組
と
三

班
に
分
か
れ
て
の
取
り
組
み

と
な
り
ま
し
た
が
、
全
体
で

二
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

農
林
の
会
ニ
ュ
ー
ス
に
掲

載
さ
れ
た
報
告
記
事
を
紹
介

し
ま
す
。 

編
集
部
で
は
、
輸
入
汚
染
米
の
不
正
転
売
問
題
、「
①
工
業
用
に
し
か

流
通
さ
せ
ら
れ
な
い
「
事
故
・
汚
染
米
」
を
食
用
と
し
て
流
通
さ
せ
た
こ

と
。
②
そ
し
て
販
売
し
た
農
林
水
産
省
が
不
正
流
通
を
阻
止
で
き
な
か
っ

た
こ
と
。」
に
つ
い
て
、
関
係
者
に
緊
急
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
原
因

を
整
理
し
て
み
ま
し
た 

恒
例
の
「
信
州
ふ
れ
あ
い

ツ
ア
ー
」、
久
し
ぶ
り
に
た
っ

た
千
畳
敷
カ
ー
ル
。
ク
ロ
ユ

リ
、
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
イ

ワ
ベ
ン
ケ
イ
な
ど
を
眺
め
な

が
ら
少
し
き
つ
か
っ
た
で
す

が
、
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余

り
の
尾
根
ま
で
登
り
ま
し

た
。 

 

下
条
温
泉
郷
の
コ
ス
モ
ス

の
湯
に
入
り
、
飯
田
市
の
全

厚
生
有
志
が
持
つ
、
ふ
れ
あ

い
山
荘
宿
泊
。
夜
の
更
け
る

ま
で
交
流
。
翌
日
は
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
狩
り
、
天
竜
川
下
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

◆ 

農
水
省
が
不
正
流

通
を
阻
止
し
き
れ
な
い

の
は
、
小
泉
内
閣
に
よ

り
二
〇
〇
四
年
四
月
に

施
行
さ
れ
た
「
食
糧
法

改
正
」
に
よ
る
規
制
緩

和
に
あ
り
ま
す
。 

販
売
業
者
を
許
可
制

か
ら
届
け
出
制
に
し
区

分
も
撤
廃
、
取
扱
量
が

年
間
２
０
万
㌧
以
下
の

業
者
は
届
け
出
も
不
要

【
農
林
】
ニ
ュ
ー
ス
第
二

五
号
を
発
行
、
能
勢
の
府

民
牧
場
の
見
学
を
計
画

し
て
い
た
が
、
汚
染
米
の

不
正
転
売
事
件
で
、
休
日

「
憲
法
を
行
政
に
生
か
す
大
阪
の
会
」
役
員 

 

【代
表
世
話
人
】 

佐
保
庚
生(

元
農
林)

、
田
中
喜
雅

(

元
建
設) 

、
長
谷
川
道
弘(

元
国
公)

、 

馬
場
忠
雄(

元

法
務) 

松
元
公
子 (

元
経
済/

通
産)) 

山
瀬
徳
行(

元

労
働
／
基
準) 

【世
話
人
】 

池
長
秀
吉
（元
司
法
）、
伊
藤
邦
夫(

元
財

務)

、
大
槻
眞
一
（元
経
済
／
大
工
試
）、
河
内
満
維(

元

国
税)

、
北
谷
信
也(

元
運
輸)

、
中
井
士
朗(

元
国
税)

、

西
愛
彦(

元
税
関)

、
橋
本
啓
修(

元
厚
生)

、
平
野
忠
志

(

元
建
設)

、
矢
野
林
子(

元
経
済
／
通
産)

、
山
下
寿
子

(

元
国
税)

、
山
岨
光
男(

元
経
済)

、  

＊
加
入
申
し
込
み
等
は
、
役
員
・担
当
者
ま
で
！ 

講演と音楽の夕べ 
○と き １２月８日（月）PM6h30 

○ところ エルおおさか 

○講 演 鳥越信さん（児童文学者） 

○音 楽 木管五重奏の演奏 

○主 催 大阪革新懇 

根
本
原
因
は 

む
き
出
し
の
資
本
主

義
と
言
わ
れ
る
新
自
由

主
義
で
は
、
消
費
者
・
従

業
員
よ
り
も
株
主
の
た

め
に
利
潤
が
最
優
先
さ

れ
ま
す
。 

今
回
の
問
題
の
お
お

も
と
に
は
、
民
の
活
動
自

由
の
た
め
に
、
規
制
緩
和

を
め
ざ
し
た
新
自
由
主

義
的
「
構
造
改
革
路
線
」

が
あ
る
こ
と
は
明
白
で

す
。
改
め
て
官
の
役
割
を

見
直
す
機
会
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

度
」
時
で
規
制
外
で
あ
っ

た
時
代
の
も
の
が
大
半

で
す
。
監
視
体
制
が
十
分

で
あ
れ
ば
新
制
度
と
な

っ
て
も
遡
及
追
跡
が
可

能
で
す
。 

い
ま
職
場
は
？ 

 

該
当
部
局
の
職
員
は

連
日
連
夜
、
休
暇
も
ま
ま

な
ら
ず
流
通
経
路
の
調

査
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

マ
ス
コ
ミ
が
、
ミ
ニ
マ

ム
・
ア
ク
セ
ス
米
を
「
義

務
」
だ
と
報
じ
て
い
る
こ

と
や
本
質
報
道
を
避
け

て
い
る
こ
と
に
批
判
が

あ
り
ま
す
。 

返
上
の
状
態
と
な
っ
て

い
る
。
農
林
の
会
の
主
張

す
る
農
政
に
転
換
す
る

必
要
性
を
痛
感
。 

【
ざ
い
む
】
職
場
ニ
ュ
ー

ス
「
つ
な
が
り
」
は
二
週

間
に
一
号
発
行
。
秋
の
取

り
組
み
を
具
体
化
中
。
職

場
の
青
年
が
い
ろ
い
ろ

と
活
発
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
。 

【
建
設
】
フ
ロ
ン
ト
レ
タ

ー
第
五
〇
・
五
一
号
の
発

行
。
平
和
問
題
で
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
上
映
会
な
ど
を
企
画
。

【
運
輸
】
ニ
ュ
ー
ス
第
四

号
発
行
。
一
〇
・
一
一
ツ

ア
ー
の
準
備
の
中
で
会

員
が
徐
々
に
増
加
。 

天満橋９の日宣伝 

に
し
、
政
府
が
米
流
通

の
管
理
責
任
を
完
全
に

放
棄
し
た
こ
と
に
よ

り
、
悪
質
業
者
の
暗
躍

を
許
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

◆ 

無
理
矢
理
輸
入

さ
れ
た
米
の
保
管
経

費
圧
縮
の
た
め
農
水

省
は
職
員
に
厳
し
く

販
売
と
減
反
を
し
り

た
た
き
し
ま
し
た
。 

◆ 

今
回
の
農
薬
メ

タ
ミ
ド
ホ
ス
汚
染
米

は
、
二
〇
〇
六
年
五

月
か
ら
導
入
さ
れ
た

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
」
以
前
の
「
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制

千
畳
敷
カ
ー
ル
を
バ
ッ
ク
に 

単
位
職
場
報
告 

おおもとに 利潤最優先を許す 

「構造改革路線」がある 


